
Copyright:(C) 2008 DIGITAL COMMUNICATIONS Co.,Ltd All Rights Reserved. 1

Ｃ‐４．ドキュメントＸＭＬ作成のもう一の問題点

■システム概要 ～ コンテンツ層とナレッジ層の分離 ～

問題コンテンツ情報
<コンテンツ層>

問題プロパティ情報
<ナレッジ層>

問題DB

問題画像

アップロード（Zip形式）

問題登録

問題検索

問題Word

問題
プロパティExcel

解凍
Word→XML

自動変換
コンテンツとプロパティ

のマージ（１データ変換）
XMLデータ

格納

＜サーバ側＞

■分離する意味

・プロパティ情報を外出しで管理することにより、
問題コンテンツ制作者が制作に専念できる。

・問題の再利用が容易となり、多種多様な問題制作が可能となる。

問題タイトル、学年、
学期、問題タイトル、
設問形式、科目、分野、
分類、レベル 等

問題ダウンロード

修正
(再利用）

問題アップロード

作問者 編集者

アップロード

http://www.absolutpc.ch/image/Logo/LogoExcel.jpg
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Ｃ‐４．Attribute作成をExcelで解決

各種プロパティ情報の
登録を行う。

問題タイトル、学年、学期、
問題タイトル、設問形式、
科目、分野、分類、レベル
等

問題新規登録時に
払出された問題ID

ダウンロードした「国語」問題プロパティ情報の新規問題IDに対して、各種プロパティ
情報の登録を行う。
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Ｃ‐４．ドキュメントＸＭＬの部品化

●●株式会社

本社機構

役員・管理職

営業・営業技術

サービス

サポート

XMLメタファイル XML実体ファイル

DITA MAP DITA TOPIC
Web 携帯本

マルチチャネル・パブリッシング

How ReferWhat

コンテンツの役割明確化
ﾋﾞｼﾞﾈｽ現場に即した情報ｶｰﾄﾞ化

Concept Task Reference

拡張

ｻｰﾋﾞｽﾏﾆｭｱﾙ
用に拡張

⇒ SMA

Darwin Information 
Typing Architecture

情報のナビゲーション 情報のコンテンツそのもの分離

文書実体

再利用性を高めるためのドキュメント規格：

文書を意味を成す

最小単位で作成

単位文書のメタ

ＸＭＬを作成

ＤＩＴＡ

処理

システム

体裁問題には

触れていない
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Ｃ‐４．メタＸＭＬの活用の可能性

動画ｺﾝﾃﾝﾂ WEB その他ＲＤＢ OFFCE文書ＸＭＬ文書

コンテンツレイヤ（ＣＭＳ層）

サイト表示レイヤ（ＲＳＳ素のみ合わせで自由にサイト構築）

ＲＳＳ素レイヤ（ＲＳＳ素ＤＢ）

ユーザーがＭＳ－Officeなどで発行したＲＳＳ素が集合。

ＲＳＳ素を組み合わせてサイト構成を行う。

ユーザーは通常のMS-Officeなどで原稿作成し、ＲＳＳ素と一緒に送信
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マニュアル文書作成の要件＝ワークフロー問題

履歴管理
改定

原稿作成者
文書作成作業

管理者
チェック作業

承認

配 布

印 刷

審査

社内
レビュー

企画

原稿作成・編集

• 企画
– 用語辞書・表現事例
– 目次・スケルトン構成
– レイアウトグランドデザイン・部

品デザインルール

• 原稿作成
– 新規XMLドキュメントの作成
– 既存データの活用

• 管理者による編集、履歴の管理
– 作成中文書の閲覧
– 進捗管理

• 改定
– 文書の変更・修正
– 版数管理

• 出力・印刷
– 自動組版、オンデマンド印刷
– WEB組版/LMS組込み

校正問題を
解決することが

ＸＭＬデータ確
保と自動組版
の鍵
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概要

OUTPUTDTP組版

WEB

QuarkXPress

InDegin

MS-Word

EDIAN

③ WEBこれらは PCクライアントでも可

サーバークライアントも可

CD配信でも可

Webオンラインでも可

企画支援

INPUT

XML
データ生成

データ入力システム

XML-Square

MS-Word

XMLDB

企画構成支援

DTD作成

コラボレーション
共有

マニュアル文書作成の要件＝ＣＭＳ問題

校正問題解
決のツール
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【２】【１】 【３】

【学習体系を作る】
・教材作成者が学習体系（教育プログ
ラムの骨組み）を作成する。
・作成後、修正も行う。

【学習体系と学習資源の関連付け】
・体系が出来たところで既存の電子データ
（学習資源）をリンクさせる。
・附帯情報を登録する。

【コースウェア完成 → 公開・運用】
・コースウェア単位で管理する。
・コースウェアとして公開する。

（例：e-Learning教材として）
・コースウェアのメンテナンスをする。

（学習資源の入れ替え）
・コースウェアの改訂をする。

（学習体系の改訂）
・他のコースウェアを作成する。

（コースウェアの再利用、
学習資源の再利用）

教材作成者

学習体系を作る

■学習資源

学習資源を
リンクさせる

コースウェアの完成
（骨組みと学習資源のリンク）

Learning Contents Management System（LCMS）
の概要



Copyright:(C) 2008 DIGITAL COMMUNICATIONS Co.,Ltd All Rights Reserved. 8

《参考》．WEB百科事典サイト

ポプラディアネット
(http://poplardia.net/)

↑に文字を入力することで通常の
テキスト検索ができます。

最新の出来事、が表示されます。

その時々に合った
動画を配信します。
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《参考》 教材XML‐DBシステム

作問者

Word2XML

新規登録
検索指示 本部

Internet

冊子作成

印刷・製本

発行物

問題検索/発注 問題データ(PDF)

問題データ(XML)
プレビュー画像

チューター

IE（ブラウザ）で閲覧
問題PDFはプリンタ出力
して利用
（カリキュラム単位／
個別問題単位の選択も可）

教室

プロファイル
（問題情報）

XML-DB
（問題格納）

プロファイル情報
学年、教科、レベル、
設問内容等

【問題の作問・登録】
XMLエディタ（XML-SQUARE、WORD/XML入力
ツール）を使って作問し、そのままDBに登録します。
登録された問題はXML組版エンジンにより、
その場でプレビューして確認することができます。

【問題の閲覧・発行】
教室からチューターがブラウザ(IE)を介して、問題を
選択し、発行を指示。
本部サーバ内のXML組版エンジンにより組版され
たデータはPDF変換されて、チューターの手元に届
けられます。

問題データ
(PS)

XML組版
エンジン

PDF変換

PDFライブラリ

Web Server
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《参考》 教材XML‐DBシステム
・各問題は設問単位でXML文書形式によって作成され、管理されます。

それぞれの設問を組み合わせることで一組の試験問題として、出題者が
問題を自由に構成することができます。

学年、教科、問題内容、
学習進度に応じて設問
を選択

選択した問題構成で問題用紙を自動組版

チューター
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ご静聴ありがとうございました。

(株)デジタルコミュニケーションズ

福重 青史

fukusige@sgml-xml.jp
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